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 河合塾グループの株式会社KEIアドバンスは、国内大学を対象に、インバウンド留学生が入学前後に受講する

アカデミック日本語*の教育プログラムを開発、2026年4月入学生向けから提供を開始します。 
  *アカデミック日本語：大学での学習・研究に必要な日本語。国立国語研究所や大学の日本語研究機関が体系化を進め、普及が進んでいます 

■インバウンド留学急増の背後で、日本語能力のバラつきが新たな課題に 

コロナ禍の収束後、インバウンド留学生の増加が加速しています。24年5月時点

で大学等の高等教育機関に在籍するインバウンド留学生は22万9千人を超え、

過去最多となりました*1。地理的に近い中国やネパール、ミャンマーなどアジア圏か

らの留学生が大きく増加。留学生が活躍する姿はキャンパスで日常的な光景となり

ました。 

＊1（独）日本学生支援機構の調査による。大学・短期大学・高等専門学校・専修学校 

（専門課程）・準備教育課程の在籍者数 

 その一方、インバウンド留学の広がりに伴い、入学生の日本語レベルも多様化し

ています。アカデミック日本語の習得には、日本語能力試験N2相当*が必要とされ

ますが、N2を満たさないまま入学するケースや、N2を取得しても、授業や学生生活

に対応しきれないケースも多く、対応について大学からご相談をいただくケースが増え

ています。 

＊日本語能力試験N2レベル：日常で使われる日本語が理解でき、それ以外の場面で使われる日本語もある程度理解できる 

■入学前後に一定レベルのアカデミック日本語を習得。大学教育への導入をサポート 

 このような課題感を受け、当社は大学を対象とした「アカデミック日本語教育プ

ログラム」を開発。26年4月期入学生向けから提供を開始します。本プログラムは

入学前後（3月～）に実施するもので、「e-ラーニング教材」と「オンライン授業」

の2形態を用意します。早稲田大学発のスタートアップ、空間概念研究所と共同

開発した「e-ラーニング教材」は、中国語と英語での日本語学習に対応します。 

「オンライン授業」はSOCCS異文化間コミュニケーション研究所代表の山口博嗣

氏と当社で開発したもので、大学での授業を想定した場面別ロールプレイ教材

を各大学向けにカスタマイズして提供します。  

両プログラムとも訪日前から海外の自宅で受講が可能。入学までに一定レベルのアカデミック日本語を習得することで、円滑

な大学教育の実施をサポートします。インバウンド留学生の増加がいっそう見込まれる中、KEIアドバンスは、本プログラムを通

して留学生の日本語力向上と円滑な大学教育のスタートをサポートします。 

河合塾グループKEIアドバンス 大学向け「アカデミック日本語教育プログラム」提供開始 

～急増するインバウンド留学に対応。入学前後に行う日本語教育プログラムで円滑な学習導入を支援～ 

【留学生の日本語力に関して大学へのヒアリング結果】 ＊KEIアドバンス調べ 

・学生の日本語学習の背景がバラバラで、教育方針を統一しづらい。 

・入学時点の日本語力に差があり、授業運営が難しい 

・日本語の補習に多くの時間を割かれている 

・日本語学習で大学本来の専門教育の時間が削られてしまう 

・学生一人ひとりへのサポートに手が回らず、教職員の負担が増加している、等 

 

【留学前に日本語学習が特に苦労と感じた留学生の割合】 ＊（独）日本学生支援機構「私費外国人留学生生活実態調査 概要」 

２０１９年 ５３．８％ → ２０２1年５６．７％ → ２０２３年 ５７．５％ 

▲Eラーニング教材は早大で開発された学習メソッドを搭載 



 

 ■KEI アドバンス 国内大学向けアカデミック日本語教育プログラム（新入生用） 

●内容 ：入学予定の留学生に実施するアカデミック日本語の教育プログラム。日本語能力試験N1～N5レベルが対象 

●対象 ：留学生を受け入れる日本の大学・短大（国際センターなど留学生受け入れ部門や学生課を想定） 

●期間 ：2026年度入学前の3月から、または入学後に開始（標準のプログラム実施期間は3カ月です） 

●内容・費用 ：入学予定の留学生を対象とした日本語教育プログラムを①E-ラーニングまたは、②オンラインライブ授業で展開 

 （①②を別個または同時に導入可能・費用は一例で導入内容・形態によって変わります） 

① E-ラーニング教材（Spiral Up Japanese） 

［内容］早稲田大学発のスタートアップ（株）空間概念研究所が開発したE-ラーニング教材を日本の大学向けに

KEIアドバンスと共同でカスタマイズ。同大の楊達教授（中国語教育総合研究所）が開発した高速言語

習得メソッドと森山卓郎教授（文学部）のチームが監修した教材を搭載。 

［費用］ 導入費＋維持補修費*（20万円 ＊維持補修費は3ヶ月分） 

 利用料 1IDにつき５千円（日本語能力試験 N1対応コースのみ1万円） 

② オンラインライブ授業 

［内容］大学生活で実際に起こりうる場面を想定した日本語教育プログラムを、SOCCS異文化間コミュニケーション

研究所代表の山口博嗣氏とKEIアドバンスにて開発。 

［受講料］1名につき4万5千円（３ヶ月受講の場合） 

 ：  

●お問い合わせ先 ：KEIアドバンス留学生事業部 03-6632-4105 

           メールアドレス  keistudyabroad@keiadvanced.jp 

 

 

 

［KEIアドバンスについて］ 

  所在地：東京都千代田区麹町3-2 ヒューリック麹町ビル6階 

  代表者：代表取締役 鈴木研史 

教育を柱に、学び続ける人の生涯価値の向上に貢献することをめざし、大学を対象とした広報支援や入試業務支援、教学

支援ソリューションを展開しています。 

インバウンド留学生の支援と本邦大学の活性化を目的として2024年にスタートした留学生事業では、大学・大学院と共同

で日本への留学希望者向け短期留学プログラムを開発。昨年夏に実施したプログラムでは、中国から約70名の高校生・大

学生が参加しました。また、美術系大学への進学支援として、日本語教育プログラムなど当社のサポートのもと前年の4倍を

超える19人の留学志望者が、2025年春から河合塾美術研究所で受験準備に取り組んでいます。  

  ＊東京都知事 登録旅行業 第２－８５８２号 

株式会社KEIアドバンス ウェブサイト：https://www.keiadvanced.jp  

 

 

－本件に関する報道関係者様のお問い合せ先･取材申込先 － 

河合塾グループ広報センター 【TEL】03-6811-5508 

【E-mail】press@kawaijuku.jp 【受付時間】9:00～18:00（土日祝・年末年始を除く） 


